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香川県在宅保健師会「オリーブの会」 

 香川県在宅保健師会「オリーブの会」は平成11年3月に設立され、 
県・市町の退職保健師を中心に現在（平成28年12月末）67名の会員
で構成されています。    

「オリーブの会」活動状況 
 

 保健・看護に関する研修の推進 

 宅老事業 

 国保健康教室講師派遣事業へ支援・協力 

 保険者支援検討会設置 

   ・特定健診・保健指導支援派遣保健師国保連合会設置事業 

   ・メタボBOXによる生活習慣病予防対策事業 

   ・女性のがん予防対策への取り組み 

 香川県がん教育推進事業におけるゲストティーチャー派遣事業 
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がん対策推進基本計画 （H24年6月策定） 

●がんの教育・普及啓発 

 5年以内に、学校での在り方を含め、健康教育全体の中で、「がん教育」                 
をどのようにすべきかを検討し教育活動の実施を目標とする。 

 がんに関する 
 検討委員会 
 日本学校保健会主催 

 
 

 がん教育総合支援事業 
 「がん教育」の在り方に関する検討会 
 文部科学省主催 
  ◆モデル事業の実施 
  【学習指導要領改正の必要性の検討】 

  香川県がん対策推進条例     ◆第14条 がん教育の推進 

 第2次香川県がん対策推進計画   ６． がん教育の推進 

香 川 県 が ん 教 育 推 進 事 業 
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■香川県では、平成23年10月、「香川県がん対策推進条例」が制定され、 

 条例の第14条に「がん教育の推進」が定められました。 

 

 

 

 
 

■平成24年より、香川県主催でがん専門医によるがん教育の公開出前授業や 

 県保健師によるがん教育教材試行授業が行われました。 
 

■平成25年～平成26年には、「香川県がん教育推進事業におけるゲストティー                    

 チャー派遣試行事業」を実施し、本会員がゲストティーチャーとして支援協力  

 しました。 
 

■平成27年度からは、「香川県がん教育推進事業におけるゲストティーチャー 

 派遣事業」として本格実施となり、国保連合会が派遣調整業務を香川県より 

 受託し、本会員も引き続き支援協力しています。 
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平成23年12月 
「香川県がん教育プログラム検討会」設置 

 ・がん教育のあり方の検討 

 ・香川県版がん教育プログラム作成 

平成25年4月 
「香川県がん教育推進委員会」設置 

 ・がん教育の推進に向けた課題や方策 
  の検討     
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■香川県版がん教育プログラムの特徴 

 Ⅰ．小・中・高等学校積み上げ型プログラム 

 Ⅱ．1時間完結型授業 

 Ⅲ．自分のこととして考える学習内容 

 Ⅳ．親世代への検診受診アクション 

 

■「香川県がん教育の手引き」の内容 

 Ⅰ．学校におけるがん教育の推進の必要性 

 Ⅱ．学校におけるがん教育の基本的な考え方 

 Ⅲ．学習指導要領に関する資料 

 Ⅳ．学校におけるがん教育の進め方 

 Ⅴ．小中高等学校がん教育指導事例 

 Ⅵ．参考資料 

 Ⅶ．香川県がん教育プログラム検討の経過 

 
 
 
 

CD内容 
・板書 
・スライド 
・ワークシート 
・事前事後アンケート 

■対象         ■がん教育授業実施者 

 Ⅰ．小学生：3年生、6年生   Ⅰ．小学校：学級活動として学級担任が実施。 

                 

 Ⅲ．高校生：2年生        Ⅲ．高等学校：保健体育科(科目保健)担当教諭が実施。 
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最近の中学生って？ 

 がん教育授業実施にあたっての不安やとまどい 
●対象（中学生）理解に関すること 

 ⇒（発達段階からみた）中学生？    

   ⇒ 学校でどのようなことを習っているのか？ 

●がん及びがん教育に関すること 

 ⇒ がんの現状？    

    ⇒ なぜ、がん教育に特化して授業するのか？  

●がん教育ゲストティーチャー派遣事業に関すること 

    ⇒ 事業の経緯 

       ⇒ ゲストティーチャーって何？その条件とは？ 

●授業展開に関すること 

 ⇒ どんな内容？ 

   ⇒ 教材？ 

   ⇒ チームティーチングってどんな風にするの？ 

   ⇒ 自分に出来るかしら？ 

   ⇒ パソコン上手く使えるかな？ 

協力したいけど… 
がん教育授業って 
どうすればいいの？ 
 

パソコン 
上手く 

使えるかな？ 

が ん 教 育 授 業 者 育 成 に 必 要 な 内 容 
  Ⅰ．がんの現状と知識         Ⅳ．対象者の理解 

  Ⅱ．がん教育の必要性         Ⅴ．事業内容（授業展開） 

  Ⅲ．がん教育の現状 
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香 川 県 

がん教育授業者研修会 

            ・がん教育の考え方と教材 

  ・模擬授業 

    ・グループワーク 

      ・最新データ提供  

        （香川県のがんの現状） 

    ・教材貸出（CD,板書） 

 
H28～ 従来のがん教育授業者研修会に
以下含有し、開催。 

       ・パソコン操作等説明会 

        ・フォローアップ研修会 

   

               

在宅保健師会「オリーブの会」          

（１）全体研修会の開催  

   ・がん教育に関する説明 

      ・がんに関する香川県の現状 

    ・がん専門医による講義 

（２）がん教育授業希望者への研修 

    ・パソコン操作等説明会 

      ・CD(スライドショー)を用いた練習 

    ・意見交換 

    ・がんに関する自己学習 

      

   

が ん 教 育 授 業 者 の 育 成 
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日 程 調 整 

事前打合せ 

授 業 当 日 

学校からの実施希望日、打合せ希望日をもとに日程調整を行う。 
                    （国保連合会業務） 

学校にて、担任教師や授業を実施される担当教員より 
必要に応じて気になる生徒の状況やクラスの雰囲気を伺う。 
また、授業の進め方について打合せを行う。 

担任とゲストティーチャーとのチームティーチング。 
学習指導要領にのっとった50分間授業のうち、 
ゲストティーチャーは、20分間を持ち時間として授業を行う。 
ＤＶＤやパソコン等機材のセッティング及びＤＶＤ操作は 
担任教師が行う。 

ゲストティーチャーより振返りシートの提出。 
 
学校より実施報告書・事前事後アンケート集計結果の提出。 
                   （国保連合会業務） 

ゲストティーチャーが担う役割部分 

事  後 
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１）事前準備と工夫 

   ① 担当教師との事前打合せ事項や準備物の確認 

 ② 学校の雰囲気を感じ取る 

 ③ 学校の特徴や活動等の情報収集 

 ④ 事前アンケートの確認 

 ⑤ 対象者（中学３年生）の理解 

 ⑥ 学校が所在する市や地域の情報収集 

 ⑦ 押さえるポイントの再確認 

２）実施当日の工夫  
   ① 導入時の担当教師と生徒との反応を観察 

 ② 生徒の関心を促す資料や情報の活用 

 ③ 導入部分で関心を高める 

 ④ 生徒の反応を見ながら進める 

 ⑤ 生徒の発言を促す 

 ⑥ 話し方を工夫する（明るく、はっきり） 

 ⑦ グループワークの時などに見守りやコメントを行う 

 ⑧ 時間配分やパソコン等のトラブルに対して臨機応変に対応 

実施校や生徒の情報をより把握して、

担当教師とゲストティーチャーの役割

を明確にするとともに、学校との意思

統一を図り、歩調のあった授業になる

ように努める。 

保健師はがんに関する専門性は備えてい

るが、教育指導の専門家ではないので、

担当教師と授業の狙いを共有しながら、

効果的な教育を実施するように努める。 
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平成26年10月10日（金） 
四国新聞掲載 



がん教育の授業風景 

スライドを使い、黒板に
板書を貼りながら授業を
進めていきます。 
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中学生のあなたへ 
在宅保健師会員  中條 珠代 
  
 在宅保健師の研修会で、二人の会員が協力してがん検診の健康教育を展開する健康劇を観せてもらった。 
 ぴったり息の合った自然な会話やしぐさを目の当たりにし、私は住民の立場で気楽に検診を受ける気にな
り、とても印象に残ったことを覚えている。 
 中学生を対象に「がんの健康教育を」という計画を知った時、かの二人が想い浮かび、私も出来ることか
ら参加するといいかなと単純な気持ちで研修を受けることにした。 
 いざ十枝先生、吉澤先生のお話を聴いて、家族にがんの経験のある生徒への配慮の重さに不安になる。 
 しかも、モデル中学校での授業実施を見学するとパソコン操作‼ ますますハードル高し。 
 県も心得たもの。パソコン操作を含むシミュレーション研修をみっちり行う。逃げられんなぁ。 
 そうこうしつつ、打合せのため中学校へ行く。 
 生徒が、「こんにちは」と会釈し挨拶してくれる。素直でかわいい。 
 先生方は忙しいスケジュールをやりくりし、打合せ会に息せき切って駆け付ける。どの学校でも担任・学
年主任・校長先生達の生徒の状況をしっかり把握していること、がん教育の時限が生徒により良いものにな
るよう熱意を持って考えられている姿勢に感動した。 
 当日は、またしても生徒の「こんにちは」と明るい声に素直な目線。うれしい。 
 ある時遅れて参加し、筆記具を持たずにやや斜めに構えた風に見える生徒がいた。 
 お節介虫がざわめき、机に筆記具をそっと置く。ややあって記入しはじめ「ありがと」と返してくれる。               
 お節介虫ほっこりする。 
 生徒が家族にメッセージを書き、家族がコメントを返したものを読ませてもらった。『がんの手術を○○
年前に受けました。自分もつらかったけど、家族にとても心配をかけたので、自分のためにも家族のために
も健康でいましょう。』 
 これからも研修を受け、多感な中学生が、がんの学習をきっかけに、自分と家族の健康について考える機
会になるよう、先生方と連携し取り組んでいきたい。  
                  
                                   そして中学生のあなたへ 

             50年後、お孫さんと笑って健康の話をしていよう、どうぞ健やかに。感謝。 
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■派遣事業実績 

   平成25年度 登録者 6名（うち本会会員協力者 6名） 

          実施校 2校    派遣数（実績）3名（うち本会会員派遣数 ３名） 

   平成26年度 登録者 8名（うち本会会員協力者 8名） 

          実施校 13校  派遣数（延） 22名（うち本会会員派遣数 16名） 

   平成27年度 登録者 21名（うち本会会員協力者 10名） 

          実施校 13校    派遣数（延） 24名（うち本会会員派遣数 11名） 

                          がん教育授業受講生徒数 約1,800名（※申請時点）           

   平成28年度 登録者 31名（うち本会会員協力者 12名） 

          実施予定校  14校    派遣予定数（延） 31名 

                                                                   （うち本会会員派遣予定数 12名） 

        がん教育授業受講予定生徒数 約1,900名（※申請時点） 
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  ※がん教育授業受講(予定)生徒数は、国保連合会が香川県より 派遣調整業務を 

    受託し、把握している申請時点の生徒数を表記 （H27 ～）               



14   『平成27年度 香川県版がん教育プログラム実施校 事前事後アンケート集計結果より抜粋』 

問２ あなたは将来「がん」になるかもしれないと思いますか。 

 



15   『平成27年度 香川県版がん教育プログラム実施校 事前事後アンケート集計結果より抜粋』 

問７ 「がん」の授業で学んだことについてどのようなことを伝えたいですか。 

 

問５ 「がん」は、治ると思いますか。 
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 がん教育は、生きることを       

 考える「命の教育」 
 

 がんに対する正しい知識を持ち、身近な人との対話や関わりによって
知識が生きる力となることをねらいとしています。また、生徒にかかわる
大人の支援によって子どもの生きる力を育むがん教育を進めています。 

 ゲストティーチャーは、外部講師としてのメリットを活かすと共に、実施
後の成果や課題をがん教育推進委員会等で保健・教育・医療等の関係
者と検討し、連携を図りながら、がん教育の目標と更に本授業の目標に
沿った効果的ながん教育を 担当教師・生徒・ゲストティーチャーが三者
一体となって実施していければと考えています。 

 

 

 


